
令和６年度 相馬市立磯部中学校 学校経営・運営ビジョン

本校の教育を巡る現状

プラス要因（Helpful） マイナス要因（Harmful）

内部環境 Strength（強み） Weakness（課題）
・学校 ✓少人数教育による「個別最適化さ ✓生徒数の減少・配置教員数の削減
・生徒 れた学び（個に応じた指導）」の充 ✓自己肯定感・自己有用感が低い
・教職員 実 ✓家庭学習の習慣が身に付いていな

✓小中での連携した取組 い
✓素直な生徒が多く、生徒指導が少 ✓学力、RSTに現れる読解力に課題
ない ✓競争意識や積極性に欠ける

✓一人何役もの活躍の場 ✓教職員の校務分掌の多さ

外部環境 Opportunity（機会） Threats（恐れ）
・県、市教委 ✓育成すべき資質・能力の共有 ✓地域の人口（生徒数）減少
・地域 ✓一人１台端末の完備 ✓人的交流の絶対的な少なさ
・保護者 ✓保護者及び地域の理解・協力 ✓家庭教育を取り巻く困難な状況

✓自然豊かな学習・生活環境
✓震災があったからこそのマインド目指す学校像

○子ども一人一人が個性・特性を発揮し、主体的、創造的、
協働的に活動できる学校

○生涯にわたって学び続けるために必要な学び方や社会性、
知識及び技能などを確実に身につけられる学校

○保護者や地域との相互理解・協力を図り、その信託に応
えるとともに、地域の思いを未来へ伝承できる学校

Key Word

つなぐ・つなげる・つながる

学校経営基本方針

「小規模校としてのメリットを最大化した『磯部ならでは』の教育」を目指し、次の５つを柱として、子ども一人一人の個性・特
性の伸長が図れる学校づくりを行う。

１ 学ぶ過程で多様な他者と関わることをとおして、自分の強みを認識させ、自己有用感を高める。
２ 集団と個の両面の視点で、「各教科等での学び」と「地域などとの関わりの中での学び」を往還させ、指導の個別化や指導の個
性化を図る。

３ 言語活動やICTを活用した学習活動等をとおして、ＲＳＴの視点を踏まえながら、言語能力及び情報活用能力を育成する。
４ 「地域の学校」として、保護者や地域の信頼や期待に応える。
５ 学校の組織的実践力、すなわち「学校力」を高める。

＊１及び２に関しては、 総合的な学習の時間及び特別活動を核として、教科等横断的に資質・能力の育成を図る。

目指す生徒像

○自分の考えや言動に自信をもち、多様な他者を尊重しながら自己実現できる生徒

＊磯部小の目指す児童像
自他のよさ（多様性）を自覚し、自己肯定感を高める子ども

保護者の願い

○自主的に学習に取り組む子ども
○自分の考えをはっきりと言える子ども
○一人一人の個性を大切にする学校
○基礎学力を身につけさせる学校
○思いやりや感謝、命の大切さなど心の教育

重点目標

自他を認め、自信をもって学びを深める生徒

目指す教師像

○ワークライフバランスを考えながら教育活動の充実のた
めに組織的に協働できる教師
＊子どもたちの自己実現のために全力で指導できる
＊子どもたちとともに学び続けることができる
＊子どもたちに寄り添い、支援できる 磯部ならではの教育

子どもの学び子どもの学び

学校学校

（カリキュラム）（カリキュラム）

地域地域

（資源、思い・願い）（資源、思い・願い）

確かな学力の育成

◎個別最適化された学び、協働的な学び、探究的な
学びの実現により、学力を向上させます。
□少人数教育の良さを生かした授業実践
□主体的・対話的で深い学びの実現（画一的な一
方通行の授業からの脱却）
□各種調査、ＲＳＴ結果分析を生かした指導の工夫
□ＩＣＴの効果的な活用
□新聞、コラムを活用した知見と読解力の育成

◎自主的・自律的に学習に向かう態度を育成します。
□育成すべき資質・能力を明確にした指導と評価
□教科書を読みこなせるＲＳの育成
□学び方の指導による自主的な学習態度の育成
□ＲＰＤＣＡによる自己マネジメント力の育成
□教科書を使った家庭学習習慣の確立

◎ 教師の授業力向上を図ります。
□ＲＳを視点においた互見授業による校内研究
□授業スタンダードによる日々の授業実践
□毎週１回の校内研修会の実施

豊かな人間性の育成

◎自分のよさや努力に気付かせることで自己肯定感
・自己有用感を高めます。
□生徒主体の教育活動の推進
□自他を認める特別活動の充実
□積極的な異学年交流
□ＱＵテストの結果を活用した学級経営

◎道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みま
す。
□考え、議論する道徳の授業実践
□学校行事等の体験活動と関連づけた指導
□ボランティア、体験活動への積極的な参加

◎人間としての生き方についての考えを深め、自己
実現を図ろうとする態度を育みます。
□地域企業による出前講座や見学学習を活用したキ
ャリア教育の実施

□キャリア・パスポートの蓄積を活用した指導
□ＳＤＧｓの達成のための課題解決学習の推進
□教育活動全体を通しての人権教育の充実

健康・体力の向上

◎健康を保持増進するための実践力を育みます。
□体力向上推進計画の改善と実践
□保健体育及び部活動での基礎体力づくりと運動
習慣づくり

□自分手帳による健康マネジメント力の育成

◎自他の命を大切にする指導を推進します。
□様々なアプローチによる防災教育の充実
□交通・生活安全教育と指導の充実
□家庭と連携した食育の推進
□放射線教育の充実
□性に関する指導の充実

◎保健衛生指導と心のケアの充実を図ります。
□感染症予防対策の継続と、差別、偏見の起きない
適切な知識の育成

□悩み・いじめ等の調査の実施と教育相談の充実
□SC及びSSWや関係機関等との連携

学校運営の充実

◎目指す児童生徒像を共有し、９年間を見通した小
中連携を推進します。
□小中合同の教育活動の実施
□学校運営、生徒指導、保健等の定期的な情報共
有
□小中接続、RSの視点による互見授業、授業研究
会の実施
□９年間の「磯部の学び」による家庭への啓発

◎教職員一人一人が高い志をもち、学校力を高めま
す。
□教職員自らの目標設定と実践・検証【研修履歴の
活用】
□学校運営参画意識の高揚と、主体的・協働的な
働き方改革の推進
□服務倫理委員会による「信頼される学校づくり」

◎安心・安全な教育環境を整備します。
□安全点検の徹底と早期補修及び修繕
□通学路の点検と交通安全指導の徹底

保護者・地域との連携

◎保護者、地域と緊密に連携し、開かれた学校づくり
を目指します。
□地域の人的、物的資源を活かした教育活動の展
開
□小学校と連携したPTA組織、学校評議員会の運
営
□学校行事の公開、学校へ行こう週間の充実
□各種たよりやWeb等での定期的な発信
□緊急時対応マニュアルの小学校、保護者、地域と
の共有

◎小学校や地域の人との交流を通して、社会性や判
断力、問題解決能力を育成します。
□「磯部の良さ（豊かな自然環境、第１次産品等）を
活かした学びの充実
□地域と共に協働する生徒会活動の充実
□ＰＴＡや社会教育関係団体、関係期間等との連携
の強化

教育目標

○進んで学ぶ生徒 ○心豊かな生徒 ○健康で、たくましい生徒


